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第１ 監査の概要 

１ 監査の種類 

行政監査（地方自治法第199条第2項） 

 

２ 監査の対象 

外国人への情報提供 

【対象範囲】 

令和2年度及び令和3年度において、本市が実施（予定）している外国人への情報提

供に関する事業（市の施策の周知や啓発、コミュニケーションを促進する場の提供及

び人材の育成を含む。） 

 

３ 監査の目的 

令和 3 年(2021)3 月末現在、本市には、人口の 2.8％に当たる 4,846 人の外国人住民

が居住しており、その数は県内最多となっている。 

外国人住民の増加に伴い、行政サービスに対するニーズも多様化したことから、本市

では、平成 28年(2016)6月に「出雲市多文化共生推進プラン」、令和 2年(2020)6月に「第

2 期出雲市多文化共生推進プラン」を策定し、多文化共生を基本とした誰もが安心して

暮らせるまちづくりに向けた取組を推進しているところである。 

そこで、本市が外国人に対してどのように情報提供を行っているのかを把握し、多文

化共生に資する取組が、適正かつ効率的、効果的に行われているかを検証するために監

査を実施した。 

 

４ 監査の着眼点 

（１）外国人への情報提供はどのように行われているか。 

 ・情報提供の媒体、内容は適切か。 

 ・分かりやすく表現されているか。（「やさしい日本語（※）」の活用） 

 ・情報提供を行う時期、方法等は適切か。 

 ・情報提供は効果的、効率的に行われているか。 

 ・緊急時・災害時の情報提供は適時、適切に行われているか。 

（２）外国人が必要とする情報の把握は行われているか。 

 ・提供している情報の必要性は事前に調査されているか。 

 ・情報提供に関する基準は設けられているか。 

 ・必要な情報について各部局間での連携はなされているか。  

（３）多文化共生のコミュニケーションに関する取組は行われているか。 

 ・職員向け研修や住民ボランティア等の育成は行われているか。 

 ・外国人とのコミュニケーションを促進する機会は提供されているか。 

※「やさしい日本語」とは、普通の日本語より簡単で外国人にも分かりやすいよう配慮した日本語のこと。 

（島根県・公益財団法人しまね国際センター作成『「やさしい日本語」の手引き』より） 
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５ 監査対象部局 

  全部局 

  

６ 監査の主な実施内容 

出雲市監査基準に準拠したうえで、監査の着眼点に基づき、監査対象部局に対し事前

調書により対象事業の有無等を確認した。また、監査調書及び関係書類の提出を求め、

事務調査及び実地監査を行い、関係職員からの事情聴取を行った。 

 

７ 監査の実施場所及び日程 

（１）実施場所   出雲市監査委員事務局 

（２）日  程   令和3年(2021)12月2日から令和4年(2022)3月28日まで 

 

 

８ 監査を執行した監査委員名 

出雲市識見監査委員 神 門 三千夫 

出雲市識見監査委員 射 場 かよ子 

出雲市議選監査委員 保 科 孝 充 

 

 

 

 

 

（注） 

１ 文中及び表中の比率・割合は、原則として表示単位の小数点以下第 2 位を四捨五入

している。したがって、内訳の計と総数の合わない場合がある。 

２ 文中及び表中の符号の用法は、次のとおりである。 

   「‐」 ＝該当数値のないもの又は算出不能なもの 
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第２ 監査対象の概要 

１ 本市における外国人住民の現況について 

（１）外国人住民登録数 

  本市に住民登録をしている外国人は、各年の 12月末現在で比較すると、令和 3年(2021)

は 4,886 人であり、10 年前（平成 23 年(2011)）の 1,903 人から約 2.6 倍となっている。

本市の人口に占める外国人住民の割合は、年々増加傾向にあり、10 年前は 1.1％だったも

のが、令和 3年では 2.8％となっている。 

  国籍別では、ブラジルが最も多く、令和 3年では 3,592人と、外国人住民登録数の 73.5％

を占めている。次いで、ベトナム（7.4％）、中国（5.2％）、フィリピン（4.2％）、韓国（2.8％）

の順であった。中でもベトナム国籍の増加が顕著であり、平成 23年では 9人と少数だった

が、平成 28年(2016)には 124人となり、令和 3年には 362人と 10年間で 40倍になってい

る。その他、ミャンマー、カンボジアなど令和 3年 12月末現在において 38 の国籍の外国

人がおり、10年前の 27か国と比較すると多国籍化が進んでいる。 

  また、令和 3年 12月末現在の日本人と外国人の年代別住民数の構成比率では、割合が最

も高い年齢層が、日本人は「70歳から 74歳」（8.2%）、次いで「45 歳から 49歳」（7.0%）

であるのに対して、外国人は「30歳から 34歳」（14.0%）、次いで「25歳から 29歳」（13.6%）

と、若い働き手となる年代の割合が高いことが分かる。 

外国人住民登録数の推移（各年12月末現在） （単位：人）

　　　　　　  国籍
  　 年

ブラジル ベトナム 中国 フィリピン 韓国 その他 外国人総数
出雲市
総人口

外国人の占
める割合

平成23年(2011) 922 9 512 159 143 158 1,903 175,466 1.1%

平成28年(2016) 1,972 124 337 178 138 259 3,008 174,948 1.7%

平成29年(2017) 2,596 209 307 183 132 303 3,730 175,227 2.1%

平成30年(2018) 3,362 295 300 238 132 340 4,667 175,790 2.7%

令和元年(2019) 2,966 380 336 210 131 373 4,396 174,995 2.5%

令和2年(2020) 3,191 396 298 212 134 369 4,600 174,684 2.6%

令和3年(2021) 3,592 362 254 205 135 338 4,886 174,693 2.8%  

 ※住民登録数は、市民課データによる。 

 

 

各年 12 月末現在 
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国籍別外国人住民構成比率 各年12月末現在　（単位：人）

国籍
平成28年

(2016)
構成比率

令和3年
(2021)

構成比率 公用語

ブラジル 1,972 65.6% 3,592 73.5% ポルトガル語

ベトナム 124 4.1% 362 7.4% ベトナム語

中国 337 11.2% 254 5.2% 中国語

フィリピン 178 5.9% 205 4.2% フィリピノ語、英語

韓国 138 4.6% 135 2.8% 韓国語

その他 259 8.6% 338 6.9%

総数 3,008 100.0% 4,886 100.0%
 

 ※住民登録数は、市民課データによる。 

※公用語は、外務省「国・地域基礎データ」による。 

 

 

各年 12 月末現在 
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（２）在留資格別外国人数 

  令和 3年末現在の外国人住民の在留資格は、「定住者」が最も多く 2,269人、次いで「永住者」

が 975人、「日本人の配偶者等」が 691人、「技能実習」が 409人の順であった。 

 また、就労活動に制限のない在留資格の外国人住民は、合計 4,101人であり、在留外国人総

数の 83.9％を占めている。令和 3年(2021)6月末現在の同在留資格の全国平均が 53.2％である

ことから、本市は、職種に制限なく就労することができる外国人の割合が高かった。 

（全国平均は、法務省出入国在留管理庁の在留外国人統計の数値から算出した。） 

 

在留資格別外国人数（令和3年（2021）末現在）
住民基本台帳法

第34条の45の区分 在留資格 活動の制限 構成比率

技術・人文知識・国際業務 69 1.4%

技能 11 0.2%

特定技能 83 1.7%

技能実習 409 8.4%

留学 32 0.7%

家族滞在 48 1.0%

特定活動 107 2.2%

その他（教授、宗教、高度専門職、
経営・管理、医療、教育、企業内転
勤、文化活動）

25 0.5%

永住者　　※1 975

日本人の配偶者等　※2 691

永住者の配偶者等 33

定住者　　※3 2,269

133

0.0%

100.0%

中
長
期
滞
在
者

就労活動に
制限なし

特別永住者

出生による経過滞在者

総数

83.9%4,101

在留外国人数

在留資格による
活動の制限あり

1

4,886  

 在留資格別人数は、市民課データによる。 

 

※1 「永住者」とは、法務大臣が永住を認める者 

※2 「日本人の配偶者等」とは、日本人の配偶者若しくは特別養子又は日本人の子として出生した者 

※3 「定住者」とは、法務大臣が特別な理由を考慮し一定の在留期間を指定して居住を認める者（第

三国定住難民、日系 3 世、中北残留邦人等） 
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２ 出雲市多文化共生推進プランについて 

本市では、平成 28年(2016)6月に『互いの国籍や民族、文化の違いを尊重し、共に暮ら

す多文化共生のまち』をビジョン（めざしていく出雲の将来の姿）として、「出雲市多文化

共生推進プラン」が策定された。 

その後、本市における外国人住民は更に増加し、また、全国的にも新たな在留資格の創

設や、経済活動のグローバル化の進展による国境を超えた「人」の移動の活発化、まちづ

くりの担い手としての外国人住民の活躍といった社会情勢の変化に対応するため、令和 2

年(2020)6月には「第 2期出雲市多文化共生推進プラン」が策定された。『多様性を認めあ

い みんなでつくる 多文化共生のまち』を新たなビジョンとして掲げ、誰もが安心して

暮らせるまちづくりに向けた取組が推進されているところである。 

第 2 期プランの具体的な数値目標（指標）としては、令和 7 年(2025)3 月末の「外国人

住民 5年定住率」40％とされている。（平成 31年(2019)3月末実績 38.3％） 

ビジョンを実現するための 4つの柱と取組の内容は、次の図のとおりである。 

  

 ※「第 2 期出雲市多文化共生推進プラン」から抜粋 
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３ 市立小中学校における日本語指導の状況 

本市では、日本語の習得が十分でない児童生徒が、日本語で学習できるようになること

を目指し、日本語指導が必要な児童生徒が多い 6 校を拠点校とし、日本語指導員を重点的

に配置して日本語指導を行っている。 

令和元年度(2019)からは日本語初期集中指導教室を出雲科学館内に設置し、日本語学習

未経験の児童生徒に向けた初期の日本語指導を行っている。 

また、ブラジル国籍の児童生徒の増加に伴うポルトガル語での通訳・翻訳等による支援

として、保護者面談等の通訳、各種教材や学校連絡文書の翻訳を行う通訳・翻訳支援員や、

学校生活や学習面において児童のサポートを行う日本語指導補助員を配置している。 

日本語指導が必要な児童生徒数は年々増加しており、令和 2 年(2020)5 月 1 日現在では

189 人であった。なお、令和 3 年(2021) 5月 1日現在では 160 人と減少しているが、これ

は新型コロナウイルス感染症の影響による転入数の減少と事業効果によるものである。 

日本語指導が必要な児童生徒数の推移（各年5月1日現在） （単位：人）

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

(2013) (2014) (2015) (2016) (2017) (2018) (2019) (2020) (2021)

児童生徒数 27 52 95 111 117 156 166 189 160

※児童生徒数は「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査」による。

年

 

 

人 
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４ 市役所における通訳・翻訳の対応状況 

  市役所における通訳・翻訳の対応として、多文化共生事務を主管している政策企画課文

化国際室では、ポルトガル語通訳・翻訳員を 2名配置し、市役所各部署からの要請に応じ

て、窓口における通訳、電話対応、行政文書の翻訳業務等を行っている。 

  令和 2年度のポルトガル語通訳・翻訳員の窓口通訳対応件数 2,944件のうち、住所異動、

保険年金、福祉、税金などの窓口業務職場が 2,355件と全体の 8割を占めていた。 

  また、政策企画課文化国際室には、国際交流員 3名（アメリカ出身、フィンランド出身、

ブラジル出身）も配置されているが、国際交流や国際理解促進などを目的として実施する

地域住民との交流や各種イベント以外にも、市役所窓口における英語、ポルトガル語での

通訳、翻訳業務を行っている。 

 

政策企画課文化国際室配置職員の通訳・翻訳件数 （単位:件）

区分 平成30年度 令和元年度 令和2年度

窓口通訳対応件数 1,890 2,607 2,944

電話通訳対応件数 492 884 1,153

翻訳対応件数 134 153 96

合計 2,516 3,644 4,193   

 

国際交流員の通訳・翻訳件数 （単位:件）

区分 平成30年度 令和元年度 令和2年度

翻訳・通訳 423 476 605

講演・交流行事 128 69 69

学校・施設訪問 88 89 53

合計 639 634 727  

 

 子ども政策課では、日本語を母語としない外国人住民の子育て支援のため、独自にポル

トガル語通訳・翻訳員を 1名配置し、通訳や翻訳を行っている。 

 

子ども政策課配置職員の通訳・翻訳件数 （単位:件）

区分 平成30年度 令和元年度 令和2年度

窓口・電話対応件数 896 1,684 1,856

乳幼児健診、園訪問等での通訳 115 184 146

翻訳対応件数 377 248 218

合計 1,388 2,116 2,220  

 

 その他、市役所の窓口業務職場、市立保育所・幼稚園の一部には、日本語の話せない外

国人との簡単なコミュニケーションを図るため、翻訳アプリが入ったタブレットやポケッ

ト翻訳機等を配置している。 

また、通訳者不在時や、対応言語がない場合には、市役所の電話回線を利用した多言語

コールセンターとの三者間通訳サービスにより 21言語による対応が可能となっている。  



 

10 

 

第３ 監査の結果 

監査対象部局から提出された監査調書の集計結果等に基づく分析は、以下のとおりである。 

 

１ 外国人への情報提供の概況 

（１）部局別の情報提供の事業数 

  監査対象部局のうち 12 部局 32 課において外国人への情報提供が行われており、全体で 121

事業であった。部局別の事業数は、表１のとおりである。 

  住民登録や保険、福祉、健康など市民と密接した市役所窓口での手続が多い健康福祉部が最

も多く 41事業（33.9％）、次いで文化・スポーツイベント等の発信がある市民文化部が 14事業

（11.6％）、市税等を取扱う財政部と、児童手当等の子どもに関する手続や保育所・幼稚園など

を所管する子ども未来部がそれぞれ 13事業（10.7％）、多文化共生事務を主管している政策企

画課文化国際室が所属する総合政策部が 11事業（9.1％）の順となっている。 

 

【表１】情報提供の事業数（部局別）

№ 部局 事業数 構成比率

1 総合政策部 11 9.1%

2 総務部 2 1.7%

3 防災安全部 3 2.5%

4 財政部 13 10.7%

5 健康福祉部 41 33.9%

6 子ども未来部 13 10.7%

7 市民文化部 14 11.6%

8 経済観光部 8 6.6%

9 地域環境部 4 3.3%

10 都市建設部 2 1.7%

11 教育部 8 6.6%

12 消防本部 2 1.7%

合計 121 100.0%
 

 ※課別の事業数は、別添参考資料参照 



 

11 

 

（２）分野別の情報提供内容 

情報提供内容ごとに区分した分野別の状況は、表２のとおりである。 

最も多かったのは、「健康・医療・福祉」の 30事業（24.8％）であった。これは、福祉医療、

介護保険、国民健康保険、予防接種や検診などの制度説明、新型コロナウイルスワクチン接種

関連などであった。 

2番目に多いのは「出産・子育て・教育」の 22事業（18.2％）であった。これは、子育て情

報発信や乳幼児関係、保育所、幼稚園、児童クラブ、就学援助、奨学金、日本語指導教室等の

制度説明や手続書類の提供などであった。 

3 番目に多い「くらし（住まい、町内会、ごみ等）」の 19 事業（15.7％）は、住民票の写し

などの交付申請書、転出入等の各種届書及び手続ガイド、ごみ収集カレンダーやごみの分け方

等のパンフレット、アプリの提供、市営住宅入居のしおり、消費者トラブルや道路除雪の周知

などであった。 

4 番目に多い「観光・文化・イベント」の 15 事業（12.4％）は、外国人向けウェブサイト、

ＳＮＳによる文化・観光情報発信などであった。 

5番目以下を見ると、「税金」では、市税等に関する申請書類の提供やウェブサイト、ＳＮＳ

を利用した情報発信などがあり、「総合的情報」は、市多言語ホームページや多言語 Facebook

による情報発信、市公式ホームページ自動翻訳サービス、4 か国語表記の市庁舎内の部署名看

板などであった。 

多くの分野で様々な外国人への情報提供の取組が実施されていることが確認できた。 

 

【表２】情報提供事業数（分野別）

№ 情報区分 事業数 構成比率

1 健康・医療・福祉 30 24.8%

2 出産・子育て・教育 22 18.2%

3 くらし（住まい、町内会、ごみ等） 19 15.7%

4 観光・文化・イベント 15 12.4%

5 税金 11 9.1%

6 総合的情報 10 8.3%

7 救急・防災・災害 5 4.1%

8 雇用 4 3.3%

9 その他 5 4.1%

合計 121 100.0%

※

 

 

健康・医療・

福祉

24.8%

出産・子育て・

教育

18.2%

くらし（住まい、町内会、

ごみ等） 15.7%

観光・文化・

イベント

12.4%

税金

9.1%

総合的情報

8.3%

救急・防災・

災害

4.1%

雇用

3.3%
その他

4.1%

 

※「総合的情報」は、特定の区分に分けられない複数の区分を含むもの 

 

その他の内訳 

・新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に係るもの（特別定額給付金案内、相談、申請対応） 

・人権啓発（新型コロナウイルス感染症に関連した人権チラシ） 

・商工振興（出雲のお店プレミアム付商品券発行の案内）  など 
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（３）情報提供の手段 

ア 主となる情報提供の手段 

  情報提供を主にどのような手段で行っているか確認した結果は、表３－１のとおりである。 

  「印刷物」が 78事業（64.5％）と最も多く、次いで「ウェブサイト・ＳＮＳ等」が 23事業

（19.0％）であった。「通訳者」の 8事業（6.6％）は、行政窓口、保育所・幼稚園、緊急通報

時に利用する外部オペレーターを介した電話通訳サービス、外国人住民対象の合同企業説明会

や行政窓口対面対応における通訳員であった。「翻訳機器」の 7事業（5.8％）は、行政窓口、

保育所・幼稚園、新型コロナウイルスワクチン接種会場において使用する翻訳アプリ入りのタ

ブレット端末や翻訳機であった。「物品・設備」の 2事業（1.7％）は、市庁舎内の部署名看板

の 4か国語表記と出雲弥生の森博物館における主要展示物名の英語表記であった。 

【表３－１】主となる情報提供の手段

№ 区分 事業数 構成比率

1 印刷物 78 64.5%

2 ウェブサイト・SNS等 23 19.0%

3 物品・設備 2 1.7%

4 翻訳機器 7 5.8%

5 通訳者（外部通訳サービス含む。） 8 6.6%

6 その他 3 2.5%

合計 121 100.0%  

「その他」の内訳 

・「多言語ラック」による情報発信（市や他機関で作成した多言語パンフレット等を集約して配架） 

・外国語による出前相談 

・図書館における外国語図書の収集と提供 

 

イ ウェブサイト・ＳＮＳ等の活用状況 

 表３－２のとおり、印刷物を情報提供手段とした 78事業のうち 31事業（39.7％）が紙媒体

に加え、ウェブサイトやＳＮＳなどを活用した情報提供を行っていた。 

【表３－２】印刷物のウェブサイト・SNS等の活用割合

№ 区分 事業数 活用事業数 活用割合

1 印刷物 78 31 39.7%
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また、ウェブサイトやＳＮＳ等の使用種別の状況は、表３－３のとおりである。 

  最も活用が多かったのは、「市公式ホームページ」で 39事業（51.3％）だった。これは、各

種記事、外国語の印刷物のダウンロード用ＰＤＦファイルの掲載などであった。また、市公式

ホームページには、5 か国語への自動翻訳機能があり、この機能を利用して日本語で作成され

た記事を外国語で閲覧できるようにしている。あわせて、正確に情報を伝達するためにポルト

ガル語、英語、「やさしい日本語」で個別に記事を作成したものも複数あった。 

2番目に多いのは、「Facebook（フェイスブック）」で 16事業（21.1％）だった。これは市多

言語 Facebook「Curta Izumo（クルタ イズモ）」と、外国人向け観光情報を多言語で発信する

Facebook「Ancient Japan,IZUMO」であった。なお、「Ancient Japan,IZUMO」は Instagram（イ

ンスタグラム）も活用している。 

3番目に多い「個別ウェブサイト」は、13事業（17.1％）で、政策企画課文化国際室が運用

する多言語ウェブサイト「Yokoso Izumo（ようこそ いずも）」、観光課が運用する外国人への

観光情報を発信する外国語ウェブサイト「Ancient Japan,IZUMO」、文化スポーツ課が運用する

多言語ウェブサイト「出雲文化ナビ」、出雲地区雇用推進協議会のウェブサイト「ジョブ・ナビ

IZUMO」などであった。 

「YouTube（ユーチューブ）」4事業（5.3％）は、市 YouTube公式チャンネル、観光課が運用

する外国人向けの「Izumo Japan」への多言語映像コンテンツの配信であった。 

「専用アプリ」3 事業（3.9％）は、「古代出雲大社高層神殿ＶＲ／ＡＲアプリ」、「ごみ出し

おたすけアプリ「さんあ～る」」、「子育てアプリ すくすく出雲」の配信であった。 

【表３－３】ウェブサイト・SNS等の使用種別

№ 区分 印刷物 ウェ ブサイ ト・SNS等 その他 合計事業数 構成比率

1 市公式ホームページ 28 11 0 39 51.3%

2 個別ウェブサイト 5 8 0 13 17.1%

3 Facebook 7 8 1 16 21.1%

4 YouTube 0 4 0 4 5.3%

5 専用アプリ 0 3 0 3 3.9%

6 Instagram 0 1 0 1 1.3%

合計 40 35 1 76 100.0%  

 ※１つの情報提供事業でウェブサイトやＳＮＳなどを複数使用しているものもある。 
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【多言語に対応した個別ウェブサイト、Facebook】 

・多言語ウェブサイト（市公式ホームページのトップページのバナーから移動） 

  

・多言語 Facebook「Curta Izumo」（クルタ イズモ） 

※Curtaはポルトガル語で「いいね！」の意味 

 

 

・多言語ウェブサイト「出雲文化ナビ」 

日本博事業の一環として、出雲の芸術文化情報を外国人住民を含む市民及び国内・国外に向け

て発信している。英語、ポルトガル語への自動翻訳機能がある。 
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・外国語ウェブサイト「Ancient Japan,IZUMO」 

 

外国語での観光情報発信 

英語のほかに市のイン

バウンドターゲット国で

使用されるフランス語、タ

イ語にも対応している。 

外国人ライターによる

旅行体験記事を掲載し、出

雲旅行を具体的にイメー

ジさせることで出雲の魅

力を感じてもらい出雲へ

の来訪を促すことを目的

としている。 

・外国語 Facebook、Instagram「Ancient Japan,IZUMO」 

 

Facebook、Instagram での

観光情報発信 

市のフランス国際交流

員自身が魅力的に感じる

事柄を記事にし、外国人目

線で出雲の魅力を週 1回発

信している。 

英語版、フランス語版、

中国語版がある。 

 

・出雲地区雇用推進協議会ウェブサイト「ジョブ・ナビ IZUMO」 

 外国人住民向け求人情報を、ポルトガル語と「やさしい日本語」で掲載している。 
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（４）情報提供の時期 

  情報提供を行った時期については表４のとおりである。 

  「随時」が最も多く 55 事業（45.5％）、次いで「通年」が 50 事業（41.3％）、「定期」が 16

事業（13.2％）であった。 

  「随時」は、窓口手続時に交付する説明文や、災害情報、イベント情報など不定期な周知に

関するものが多かった。 

  「通年」は、子育てに関する情報発信のための「子育てべんり帳」といったウェブサイトな

どで常時公開している情報や、施設、窓口等に常設された印刷物が多かった。 

「定期」は、年末調整・申告相談などのウェブサイト等での周知や、就学援助や奨学金の制

度案内など情報提供の時期が決まっているものであった。 

  

【表４】情報提供の時期

№ 時期 事業数 構成比率

1 通年 50 41.3%

2 定期 16 13.2%

3 随時 55 45.5%

合計 121 100.0%  
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（５）使用言語 

ア 使用言語の種別 

  情報提供の際に使用した言語については、1 つの事業で複数の言語を使用したものもあり、

その構成比率は、表５－１のとおりである。 

本市に最も多く居住するブラジル国籍者の母語である「ポルトガル語」を使用したものが最

も多く 100件（38.2％）、次いで、国際共通語として知られる「英語」が 91件（34.7％）で、

この上位 2言語で全体の 72.9％を占めている。3番目に多いのは、中国で主に使用される「中

国語（簡体字）」と、台湾や香港などで主に使用される「中国語（繁体字）」がそれぞれ 13件（5.0％）、

次いで「フランス語」と「ベトナム語」がそれぞれ 7件（2.7％）であった。 

なお、「多言語対応サービス」は、翻訳機器や多言語電話通訳といった 10言語以上の言語を

提供するものである。 

【表５－１】使用言語種別（全体）

№ 使用言語 件数 構成比率

1 ポルトガル語 100 38.2%

2 英語 91 34.7%

3 中国語（簡体字） 13 5.0%

4 中国語（繁体字） 13 5.0%

5 フランス語 7 2.7%

6 ベトナム語 7 2.7%

7 韓国語 6 2.3%

8 タイ語 5 1.9%

9 その他言語 6 2.3%

10 多言語対応サービス 14 5.3%

合計 262 100.0%

※複数回答あり
 

 

ポルトガル語
38.2%

英語
34.7%

中国語

（簡体字）
5.0%

中国語

（繁体字）
5.0%

フランス語
2.7%

ベトナム語
2.7%

韓国語
2.3%

タイ語
1.9%

その他言語
2.3% 多言語対応サービス

5.3%

 

 

   情報提供の手段ごとに使用言語を区分したものが表５－２のとおりである。 

「印刷物」では、ポルトガル語と英語の翻訳の割合が多く、合計 84.4％となっていた。 

「ウェブサイト・ＳＮＳ等」では、ポルトガル語と英語の翻訳の割合が多く、合計 66.6％で

あるが、中国語（繁体字）が 6件（10.5％）、フランス語 4件（7.0％）と、市のインバウンド

ターゲット国に向けての情報発信も多くなっていた。 

「物品・設備」では、市庁舎内の部署名看板の 4か国語表記と出雲弥生の森博物館における

主要展示物名の英語表記であった。 

「機械通訳」は、翻訳機や翻訳アプリ入りタブレットであり、全て多言語対応となっていた。 

「通訳者」では、6件が電話回線やテレビ電話を利用し多言語対応となっていた。 

「その他」は、「多言語ラック」に配架された情報提供元作成の印刷物や、（公財）しまね国

際センター相談員の対応可能言語、図書館に配架された英語、ポルトガル語、中国語等の図書

であった。 
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【表５－２】情報提供の手段ごとの使用言語種別

（1）印刷物 （2）ウェブサイト・ＳＮＳ等

№ 使用言語 件数 構成比率 № 使用言語 件数 構成比率

1 ポルトガル語 77 46.4% 1 ポルトガル語 17 29.8%

2 英語 63 38.0% 2 英語 21 36.8%

3 中国語（簡体字） 7 4.2% 3 中国語（簡体字） 3 5.3%

4 中国語（繁体字） 4 2.4% 4 中国語（繁体字） 6 10.5%

5 フランス語 3 1.8% 5 フランス語 4 7.0%

6 ベトナム語 4 2.4% 6 ベトナム語 1 1.8%

7 韓国語 2 1.2% 7 韓国語 2 3.5%

8 タイ語 3 1.8% 8 タイ語 2 3.5%

9 その他言語 3 1.8% 9 その他言語 0 0.0%

10 多言語対応サービス 0 0.0% 10 多言語対応サービス 1 1.8%

合計 166 100.0% 合計 57 100.0%

※複数回答あり ※複数回答あり

（3）物品・設備 （4）機械通訳

№ 使用言語 件数 構成比率 № 使用言語 件数 構成比率

1 ポルトガル語 1 25.0% 1 ポルトガル語 0 0.0%

2 英語 2 50.0% 2 英語 0 0.0%

3 中国語（簡体字） 1 25.0% 3 中国語（簡体字） 0 0.0%

4 中国語（繁体字） 0 0.0% 4 中国語（繁体字） 0 0.0%

5 フランス語 0 0.0% 5 フランス語 0 0.0%

6 ベトナム語 0 0.0% 6 ベトナム語 0 0.0%

7 韓国語 0 0.0% 7 韓国語 0 0.0%

8 タイ語 0 0.0% 8 タイ語 0 0.0%

9 その他言語 0 0.0% 9 その他言語 0 0.0%

10 多言語対応サービス 0 0.0% 10 多言語対応サービス 7 100.0%

合計 4 100.0% 合計 7 100.0%

※複数回答あり ※複数回答あり

（5）通訳者 （6）その他

№ 使用言語 件数 構成比率 № 使用言語 件数 構成比率

1 ポルトガル語 2 20.0% 1 ポルトガル語 3 16.7%

2 英語 2 20.0% 2 英語 3 16.7%

3 中国語（簡体字） 0 0.0% 3 中国語（簡体字） 2 11.1%

4 中国語（繁体字） 0 0.0% 4 中国語（繁体字） 3 16.7%

5 フランス語 0 0.0% 5 フランス語 0 0.0%

6 ベトナム語 0 0.0% 6 ベトナム語 2 11.1%

7 韓国語 0 0.0% 7 韓国語 2 11.1%

8 タイ語 0 0.0% 8 タイ語 0 0.0%

9 その他言語 0 0.0% 9 その他言語 3 16.7%

10 多言語対応サービス 6 60.0% 10 多言語対応サービス 0 0.0%

合計 10 100.0% 合計 18 100.0%

※複数回答あり ※複数回答あり  
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イ 使用した言語数 

  情報提供の際に使用した言語数は表５－３のとおりである。 

  「2 言語」が最も多く、66 事業（54.5％）であった。2 言語は全て英語とポルトガル語の組

合せであった。 

次いで「1 言語」が 20 事業（16.5％）で、内訳はポルトガル語が 16 事業、英語が 4 事業で

あった。 

  また、「6言語以上」は 17事業（14.0％）であった。これは、多言語通話サービスや翻訳機、

翻訳アプリ等の対応可能言語又は他の機関が作成した多言語の印刷物であり、実際に使用した

言語数は異なると思われる。 

【表５－３】使用言語数

№ 区分 事業数 構成比率

1 1言語 20 16.5%

2 2言語 66 54.5%

3 3言語 6 5.0%

4 4言語 5 4.1%

5 5言語 7 5.8%

6 6言語以上 17 14.0%

合計 121 100.0%  

 

ウ 使用した言語の選択理由 

  情報提供の際に使用した言語を選択した理由は表５－４のとおりである。 

  本市の国籍別外国人住民数に対応したものが最も多く、52事業（43.0％）であった。次いで

外国人住民のニーズに対応したものが 38事業（31.4％）であった。また、外国人観光客誘致の

ためとしたものも 11 事業（9.1％）あった。 

【表５－４】使用言語の選択理由

№ 区分 事業数 構成比率

1 国籍別外国人住民数に対応 52 43.0%

2 外国人住民のニーズに対応 38 31.4%

3 市通訳・翻訳員の対応言語 4 3.3%

4 委託先、翻訳機器等の対応言語 14 11.6%

5 外国人観光客誘致のため 11 9.1%

6 その他 2 1.7%

合計 121 100.0%  

その他の内訳 

・「多言語ラック」に、市や他機関で作成した多言語印刷物を収集しているもの。 

・学校から要望のあったもの。 
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（６）日本語併記及び「やさしい日本語」の使用状況 

ア 日本語併記の状況 

  情報提供した印刷物等に日本語が併記されているかを確認した結果は表６－１のとおりであ

る。 

「日本語併記あり」が 61事業（57.5％）、「日本語併記なし」が 45事業（42.5％）であった。 

日本語併記をしたものの多くは、外国人住民と説明者との間で内容の共通理解を図るための

ものである。一部言語にのみ日本語併記しているものもあった。なお、中には日本語版と同じ

レイアウトとしたため外国語の文字フォントが小さくなったものもあった。 

日本語併記のないものでは、日本語版の説明文とレイアウトを揃えているもの、ルビ付き日

本語や「やさしい日本語」版を別途作成し一緒に利用しているもの、外国人観光客が対象のた

め日本語を必要としていないものなどがあった。 

  

【表６－１】日本語併記の状況

№ 区分 事業数 構成比率

1 日本語併記あり 61 57.5%

2 日本語併記なし 45 42.5%

小計 106 100.0%

3 対象外　※ 15 -

合計 121 -

※「対象外」は、翻訳機器、外部通訳サービス、ホームページ自動翻訳機能  

 

イ 「やさしい日本語」の使用状況 

  情報提供した印刷物等への「やさしい日本語」の使用状況は表６－２のとおりである。 

「やさしい日本語」を使用しているとしたものは 31事業（29.2％）であった。しかし、中に

は漢字にルビが振られていなかったり、表現が難しいままであるなど、「やさしい日本語」とな

っていないと思われるものもあった。 

  「やさしい日本語」を使用していないものは 75事業（70.8％）であった。このうち 35事業

は外国語の翻訳文に日本語が併記（一部併記を含む。）されていた。ルビ付き日本語を使用して

いるものも 3事業あった。 

  

【表６－２】「やさしい日本語」の使用状況

№ 区分 事業数 構成比率

1 「やさしい日本語」使用あり 31 29.2%

2 「やさしい日本語」使用なし 75 70.8%

小計 106 100.0%

3 対象外　※ 15 -

合計 121 -

※「対象外」は、翻訳機器、外部通訳サービス、ホームページ自動翻訳機能
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（７）提供する情報の翻訳 

 ア 翻訳方法 

 情報提供する内容の翻訳方法は、表７－１のとおりである。 

  英語、ポルトガル語に対応できる「市翻訳者」に翻訳を依頼する場合が最も多く、82 事業

（71.9％）であった。 

「外部委託」の 10 事業（8.8％）は、翻訳作業に併せて多言語映像コンテンツやパンフレッ

ト等の作成のため外部委託しているものが多かった。また、市翻訳者とスケジュールが合わず、

やむを得ず外部委託したものもあった。 

「市翻訳者と外部委託の両方」に依頼しているものは 6事業（5.3％）あった。これは、年度

によって依頼先を変更したり、ベトナム語や中国語など市翻訳者が対応できない言語を外部委

託したものであった。 

「機械翻訳」の 10 事業（8.8％）は、市公式ホームページ、多言語ウェブサイト「出雲文化

ナビ」の自動翻訳機能や、翻訳機器であった。 

【表７－１】情報提供する内容の翻訳方法

№ 区分 事業数 構成比率

1 市翻訳者 82 71.9%

2 外部委託 10 8.8%

3 市翻訳者、外部委託の両方 6 5.3%

4 機械翻訳 10 8.8%

5 翻訳済のものを使用 6 5.3%

小計 114 100.0%

6 対象外（通訳単独のもの） 7 -

合計 121 -  

 

 イ 翻訳した内容の確認状況 

  翻訳文の内容の確認状況は、表７－２のとおりである。 

  「特にしていない」と回答したものが最も多く、95事業（83.3％）であった。 

その他、「市翻訳者が確認」と回答したものが 5事業（4.4％）、「職員が確認」と回答したも

のが 13事業（11.4％）あった。 

【表７－２】翻訳内容の確認方法

№ 区分 事業数 構成比率

1 市翻訳者 5 4.4%

2 職員 13 11.4%

3 特にしていない 95 83.3%

4 翻訳機の逆翻訳機能 1 0.9%

小計 114 100.0%

5 対象外（通訳単独のもの） 7 -

合計 121 -  
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（８）印刷物の作成状況 

 ア 印刷物の作成方法 

  印刷物の作成方法は、表８－１のとおりである。 

  「内部印刷」が最も多く、61事業（78.2％）であった。行政窓口で使用する説明・案内文書

や申請書が主であり、適宜印刷して使用されているものである。 

  「外部委託」は 10事業（12.8％）であり、外国人観光客に向けたパンフレットやリーフレッ

ト、印刷部数の多いカラー刷り配布物などが主であった。 

【表８－１】印刷物の作成方法

№ 作成方法 事業数 構成比率

1 内部印刷 61 78.2%

2 外部委託 10 12.8%

3 その他 7 9.0%

合計 78 100.0%  

その他の内訳 

・新型コロナワクチン接種事業チラシ（デザインのみ外部委託し、内部印刷） 

・外国人住民向け出前講座資料「市生活・消費相談センターパンフレット」（令和 2年度は外部

委託、令和 3年度は内部印刷） 

・他機関のウェブサイト等で公開された様式を使用 2件 

・アプリ運用業者から提供 

・指定管理者、学校で印刷 各 1 件 

 

 イ 外部委託した印刷物の状況 

  外部委託した印刷物の状況について確認したところ、在庫を必要以上に抱えているものは見

受けられなかった。 

市民満足度調査、防災ハザードマップ配付、64歳以下向け新型コロナワクチン接種チラシな

ど個別に送付するものは対象者が決まっているため、必要数のみ印刷されていた。 

  外国人向け観光パンフレット、「出雲神楽」や「日本酒発祥の地出雲」を紹介する多言語リー

フレットは、配置場所ごとの必要部数を調整し印刷されていた。 

  ごみ収集カレンダーは、外国人の多い地域を絞って印刷されており、他の外国人居住地域分

はデータによる提供がされていた。ごみの分け方・出し方ガイドブックも同様に配置先が考慮

されていた。 
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ウ 印刷物の提供方法 

  印刷物の提供方法は表８－２のとおりである。 

  市役所本庁舎、行政センターなどの行政窓口での交付が最も多く、52事業（54.7％）であっ

た。 

  新型コロナワクチン接種案内書類、市民満足度調査など対象者へ個別に郵送しているものは

12事業（12.6％）あった。 

  市役所本庁舎、行政センター、図書館、幼稚園、学校、子育て支援センターなど市有施設に

配置したものは 12事業（12.6％）であった。 

  市有施設以外に配置したものは 10事業（10.5%）あり、内訳は下記のとおりであった。ブラ

ジル料理店への配置は分野を問わず多かった。 

 

【表８－２】印刷物の提供方法

№ 提供方法 事業数 構成比率 備考

1 行政窓口交付 52 54.7%

2 郵送 12 12.6%

3 市有施設配置 12 12.6%

4 市有施設以外配置 10 10.5%

5 その他直接交付 9 9.5%
保育所、幼稚園、学校、医療機
関、イベント時

合計 95 100.0%

※複数回答あり  

【市有施設以外配置】 

（防災研修案内） 

日本語教室、派遣会社、技能実習受入企業等、ブラジル料理店 

（人権チラシ） 

ブラジル料理店等 

（観光パンフレット、「出雲神楽」紹介リーフレット等） 

ＪＲ出雲市駅、一畑電鉄出雲大社前駅、出雲縁結び空港、出雲観光協会、県立古代出雲歴史

博物館、島根大学、ブラジル料理店、国外（ＪＮＴＯ（日本政府観光局）海外事務所）など 

（外国人住民向け求人情報誌等） 

ハローワーク出雲、市内ＮＰＯ法人、しまね国際センター、産業雇用安定センター、派遣会

社、出雲市社会福祉協議会、ブラジル料理店など 

（ごみ収集カレンダー等） 

不動産会社等 

（市営住宅入居のしおり） 

島根県住宅供給公社 
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（９）情報提供に当たっての導入理由 

  情報提供に当たっての導入理由は、表９のとおりである。 

「外国人住民数の増加」を挙げたものが最も多く、51事業（42.1％）であった。次いで、「窓

口での外国人対応の増加」が 35事業（28.9％）であった。 

3 番目に多かったものは、「報告書、アンケート等」で 11 事業（9.1％）であった。「島根県

外国人実態調査報告書」、「訪日外国人旅行者の消費動向とニーズについての調査」や外国人旅

行者アンケート等から、外国人が日本文化、生活習慣、日本語などを学ぶ機会の充実を求めて

いることなどを把握し施策に活用した事例もあった。 

4番目に多いものは、「外国籍児童・生徒の増加」で 9事業（7.4％）であった。 

以上のように、外国人が増加していることへの対応として情報提供をしたものが合計 95事業

（78.5％）であった。 

【表９】情報提供に当たっての導入理由

№ 区分 事業数 構成比率

1 外国人住民数の増加 51 42.1%

2 窓口での外国人対応の増加 35 28.9%

3 外国籍児童・生徒の増加 9 7.4%

4 市施設に外国人利用者数増加 11 9.1%

5 報告書、アンケート等 8 6.6%

6 特になし 3 2.5%

7 その他市施策に伴うもの 2 1.7%

8 事業者、アパート管理会社等への聞取り 1 0.8%

9 市役所内部からの要請 1 0.8%

合計 121 100.0%  

また、具体的な要望があったものは以下のとおりである。 

・事業者、アパート管理会社等への聞き取りにより、英語、ポルトガル語だけでなく、ベト

ナム語による提供要望を把握したもの 

・子ども・保護者には日本の学校システムを事前に理解したうえで編入して欲しいと学校か

ら要望があったもの 

・窓口でポルトガル語の申請様式の要望があったもの 

・施設利用時の利用料金や使い方の翻訳文について指定管理施設から要望があったもの 

・政策企画課文化国際室から多言語 Facebookへの掲載を要請されたもの 
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（10）情報提供に関する基準 

  情報提供に関する基準を設けているかについては、表１０のとおりである。 

  「基準を定めていない」との回答が 119事業（98.3％）であり、ほとんどの部局において、

情報提供に関する基準を定めていなかった。 

  「基準に基づいている」とした 1事業（0.8％）は、図書館における外国語図書の収集と提供

であり、「出雲市立図書館資料の収集に関する運用基準」（平成 20年出雲市教育委員会訓令第 3

号）に基づくものであった。 

  「他団体の基準に基づいている」とした 1事業（0.8％）は、出前相談による情報提供であり、

「しまね国際センター出前相談実施要領」に基づくものであった。 

【表１０】情報提供に関する基準

№ 区分 事業数 構成比率

1 基準を定めていない 119 98.3%

2 基準に基づいている 1 0.8%

3 他団体の基準に基づいている 1 0.8%

合計 121 100.0%  

   

（11）各部局間の連携 

  各部局間の連携について、主なものは以下のとおりであった。  

提供する情報に関して連携を行っているもの 

・市民課で交付される英語版、ポルトガル語版の手続ガイド（各手続きに伴う関係各課の手

続き内容等を記したもの）について、関係各課に手続の内容等を確認し作成していた。 

  ・子ども政策課が作成する「子育てべんり帳」について、保育幼稚園課や健康増進課所管の

情報も掲載した。「子育てアプリ すくすく出雲」についても各課からの子育て情報が配信

可能となっている。 

  情報の配布先に関して連携を行ったもの 

・人権同和政策課が作成した「新型コロナウイルス感染症に関連した人権チラシ」、市生活・

消費相談センターが行った外国人住民向け出前講座の資料「市生活・消費相談センターパ

ンフレット」の配布先について、政策企画課文化国際室に相談し決定していた。 

・産業政策課の外国人住民対象の合同企業説明会では、参加企業の募集に当たって高齢者福

祉課と連携し、幅広い職種に参加依頼を行っていた。 

  他部署と共同で情報提供したもの 

・外国人住民のための防災研修について、防災安全課と消防本部で実施し、周知と募集は政

策企画課文化国際室と連携して実施していた。 

・災害時の防災情報発信については、防災安全課から災害対策本部国際担当の政策企画課文

化国際室に情報伝達することで、市ウェブサイトだけでなく多言語 Facebook にも情報掲

載することとしている。 

・市民税課では、出雲税務署と共同で、市ウェブサイトに年末調整及び申告相談についての

周知を行っていた。 
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（12）情報提供時の工夫 

  情報提供に際して工夫した点を確認したところ、日本語にルビを振る、「やさしい日本語」版

を作成する、イラストを多用し分かりやすい表現にするといった工夫が見受けられた。   

   

「指さしコミュニケーションシート」 

保育所や幼稚園に配付し、保護者とのやり取りでよく使う単語を翻訳し、単語を指さしながら

組み合わせて対話することで、送迎時などでの保護者とのコミュニケーションをスムーズに行う

工夫がされている。今後、翻訳が必要となるやり取りの追加も予定されている。 

 

「119番多言語コールセンターサービスチラシ」 

 

外国人住民が緊急時に安心して通報で

きるよう、「119番多言語コールセンター

サービス」を 5 か国語と「やさしい日本

語」によるチラシで周知している。 

 

多言語コールセンターサービス 

日本語が十分に話せない方でも、安心

して 119 番通報ができるように、三者間

通訳サービスを活用した多言語対応緊急

通報システム 
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「多言語に対応した手続ガイドの作成」「多言語に対応した届書の作成」 

 転入手続きなどの際に使用するポルトガル語版、英語版の手続ガイドに日本語を併記し、対応

した担当者にも内容が分かるようにしている。また、制度改正時などに改訂したことを表す改訂

年月が記載されている。 

届書には用紙右上に使用言語名の記載がある。 
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２ 施設等のサイン表示 

  主な公共施設等の所管課に確認した施設等のサイン表示の対応状況は、以下のとおりであっ

た。 

 

・市役所本庁舎（管財契約課） 

  庁舎内の部署名看板は 4か国語表記による対応がされているが、課の位置図やエレベーター

内の部署名表示については、多言語表記がされていない。多言語表記の要望はあるが、掲示ス

ペースが限られているため対応できていない。現在は、「総合案内」において英語とポルトガル

語で表記した指差し用の案内シートを用いて用件確認し、英語とポルトガル語によるフロアマ

ップに、マーカー等で経路を記入し交付することで、担当部署を案内する対応を取っている。 

・図書館（出雲中央図書館） 

市立図書館 7館においては、ピクトグラム、外国語表記、イラストなど、各館が必要に応じ

て対応していた。ひかわ図書館では、「ごみの持ち帰り」マナーの外国語表記がされていた。4

館では、「飲食・撮影・携帯電話禁止」、3 館で「ソーシャルディスタンス」がイラストで表記

されていた。 

・文化・スポーツ施設（文化スポーツ課） 

  外国人の利用が多い施設については、指定管理者により、外国人向け利用に関する注意情報

等の資料、案内表示を作成し対応していた。また、外国人が利用する頻度の多いスポーツ施設

では、使用許可申請書及び使用許可書等の英語版・ポルトガル語版を市で作成し指定管理者へ

提供していた。 

・観光名所・施設（観光課） 

  外国人旅行者のための観光案内サインについては、市において出雲大社周辺や出雲日御碕灯

台周辺に設置し、観光客のまち歩きの促進及び満足度向上を図っていた。 

 

・新出雲エネルギーセンター 

  トイレや授乳室等へのピクトグラムによるサイン表示により、言語の違いによる制約を受け

ずに理解できるようにしていた。その他、ごみ搬入者が記入する届出書及び施設周辺地図は、

英語及びポルトガル語版を用意していた。 
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・公園（都市計画課） 

  ブラジル人の利用が多い「朝山森林公園」では、ポルトガル語で利用上の注意を表記して周

知していた。 

また、「天神団地児童公園」では、地元からの要望に対応し利用マナーをポルトガル語表記し

た看板を設置していた。その他、トイレは、ピクトグラムを使用し情報提供していた。 

・小・中学校 

  各学校において、在籍する児童生徒の言語などに応じ、適

宜外国語表記などにより対応している。 

  校舎の新設や改修時には、学校と協議し、必要な場所にピ

クトグラム及び 5か国語表示を行っている。（校長室、職員室、

保健室、相談室、会議室、多目的トイレ、ミーティングルー

ム、更衣室など、来客や学校施設利用者の利便性を目的とし

たサイン表示） 

・出雲科学館 

  館内の案内表示について、日本語、英語表記に、ポルトガル語表記を追加していた。 

・出雲市立総合医療センター 

  受付や各診療科等の案内表示板に日本語と英語を併記していた。正面ロビーに案内係を配置

し、外国人患者を含めた全ての患者がスムーズに診察等が受けられるよう誘導している。その

他、外国人患者への伝達事項の翻訳など、外国人患者が安心して受診、療養できる体制整備に

努めていた。 
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３ 多文化共生のコミュニケーションを促進する取組 

 本市の実施する事業のうち、通訳・翻訳ボランティア等の人材確保や育成に関するもの、多

文化共生に関する理解を深める場の提供に関するものについては、表１１のとおりであった。 

   

【表１１】多文化共生のコミュニケーションを促進する取組

№ 部名 課名 事業名（内容） 目的 実績

1 総合政策部
政策企画課
（文化国際室）

日本語教室ボランティア研修
外国人が日本語を学ぶ機会の提供に
寄与する。

ボランティア数　59名（R3.7月時点）
活動内容　ボランティア研修会1回/年

2 総合政策部
政策企画課
（文化国際室）

窓口通訳サポーター制度
庁内で外国語を話すことができ、か
つ必要な際、通訳に応じることがで
きるスタッフの登録

登録者の配属部署での通訳実績はある
が、制度に則った利用は0件

3 総合政策部
政策企画課
（文化国際室）

多文化ミーティング開催

出雲の多様な団体・個人が、多文化
共生に関わる活動・事業について情
報を共有したり、相互に学び合った
りするとともに、これからの取組の
協働・連携、ネットワークづくりに
つなげ、出雲における共生社会づく
りに寄与する。

開催回数　準備会2回、ミーティング1
回（R3.12月現在）

4 総務部 人権同和政策課
人権・同和教育基礎講座
（第3回）

多文化共生について理解を深めるた
めの学習機会を提供

開催箇所　出雲市役所
開催　令和3年12月4日
参加者　96名

5 子ども未来部 保育幼稚園課
やさしい日本語・ポルトガル語
講座

幼稚園教諭及び保育士と在籍児及び
保護者とのコミュニケーションをス
ムーズにするため。

開催箇所　川跡幼稚園、塩冶幼稚園、
四絡幼稚園
開催　令和2年10月22,23,26日
参加者　延べ53名

6 子ども未来部 保育幼稚園課
コミュニケーション支援員の派
遣

外国籍の幼児やその保護者とのコ
ミュニケーションの円滑化及び職員
のコミュニケーションスキルの向上
を図るため。

【令和2年度】
・実施期間　10月19日～2月12日
・登録数　　6名
・訪問回数　101回
【令和3年度】
・実施期間　11月15日～2月11日
・登録数　　4名
・訪問回数　27回（11月、12月）

7 市民文化部 市民活動支援課
生涯学習講座
「これから始める人のための
はじめてのポルトガル語講座」

・日本人がポルトガル語を学ぶ機会
の提供
・国際交流や多文化共生意識の向上
・外国の文化や人々等への理解促進

開催講座数　3回（R2　1回、R3　2回）
延べ開催数　8回
参加者　延べ　216名

8

市民文化部

総合政策部

出雲中央図書館

政策企画課
（文化国際室）

国際交流員による英語のおはな
し会

絵本を通じ、親子で英語に親しむこ
とで、言語を学び、国際理解を深め
る。

【各館実施状況　R3.12/10時点】
出雲中央図書館
　　8回実施、参加者延べ63人
平田図書館
　　2回実施、参加者延べ15人
海辺の多伎図書館
　　1回実施、参加者7人
大社図書館
　　4回実施、参加者延べ28人
ひかわ図書館
　　1回実施　参加者21人
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第４ 監査の結果及び意見 

 この度の監査の範囲において、事務の執行はおおむね適切に行われており、特に指摘す

る事項は認められなかった。なお、改善、検討が必要と考えられる事案が見受けられたの

で、以下のとおり、監査の結果に基づく意見を付すこととする。 

 

（１）外国人への情報発信手段について 

 今回の監査では、紙媒体に加え、インターネットを利用した外国人への情報発信の取組が数

多く見られた。 

市公式ホームページについては、主要な情報伝達手段となっていることから、日本語に不慣

れな外国人にとっても情報が見つけやすいデザイン、構成となるよう努めていただきたい。 

また、「令和元年度島根県外国人住民実態調査等報告書」によると、外国人住民が行政サービ

スを利用する際の情報源は、「ＳＮＳ（Facebook、Twitter など）」が最も多いことから、市公

式ホームページへの情報掲載に加えて、市多言語 FacebookなどＳＮＳの活用を一層進めていた

だきたい。 

あわせて、様々な広報手段を活用して、外国語で情報発信している市の各種媒体を外国人住

民に広く周知し、情報が効果的に伝わるよう工夫をしていただきたい。 

 

（２）防災・災害に関する情報発信について 

市から発信する情報の中でも、特に防災・災害に関する情報は、即時かつ正確に相手に届け

る必要があり、テレビ、ラジオ、防災行政無線、防災メール、インターネットなど様々な手段

がある。 

災害時の情報発信に際しては、日本人だけでなく、日本語に不慣れな外国人にも正確に情報

を伝える必要があることを意識した発信に努めていただきたい。 

また、市多言語 Facebookでの情報発信は、外国人に向けて正確に伝達できる有効な手段であ

るので、さらに迅速な発信が行えるように仕組みを検討していただきたい。 

 

（３）外国人に向けた「やさしい日本語」の活用について 

本市の外国人住民は、令和 3年 12月末現在、ブラジル国籍をはじめ 38 か国と多国籍化が進

んでおり、増加する多言語への対応として、外国人にも分かりやすい「やさしい日本語」の使

用は、外国人へ情報提供するうえで有効な手段として活用が進められている。 

  しかし、今回の監査で、「やさしい日本語」を使用したものの中には、難しい言い回しの使用

や、漢字にルビを振っていないなど、「やさしい日本語」として十分でないと思われるものもあ

った。 

多文化共生事務主管課においては、職員に向けた「やさしい日本語」研修の機会の充実や、

作成時における注意点の周知強化などに取り組み、「やさしい日本語」を外国人との円滑なコミ

ュニケーションに一層役立てていただきたい。 

 

（４）外国人への広報に係る職員の意識向上の取組について 

今回の監査では、外国人を含め広く周知すべきと思われる情報について紙媒体のみでの情報
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提供や、市公式ホームページの自動翻訳機能が使えないデータ使用など、部局によって外国人

への情報発信の意識に差異が見受けられた。 

受け手の立場に立った効果的な情報発信には、職員一人ひとりが誰にでも分かりやすく伝え

ていくという広報マインドを意識し、広報に関するノウハウやスキルを向上させていくことが

大切である。 

広報主管課では、市役所全体の情報発信力強化に向け、ノウハウの周知や研修機会の充実な

ど、多文化共生社会における職員の広報に係る意識向上に努めていただきたい。 

 

（５）外国人とのコミュニケーションを推進する取組について 

 日本語ボランティア教室や、生涯学習講座、人権・同和教育基礎講座など、外国人との交流

や多文化共生を促進する様々な取組が行われていた。 

今後も、住民同士の交流が進むよう、言語や文化、生活習慣の違いなど、多様性の理解に資

する学習機会の提供に取り組んでいただきたい。 

また、外国人住民が地域で安全・安心な生活を送れるよう、外国人の多いコミュニティや企

業などへ直接出向き、防災や安全、生活に密着した情報などを伝達する取組は大切と考える。

そういった取組は、現在は新型コロナウイルス感染症の影響により中断されているが、状況を

見極めながら再開していただきたい。 

 

むすび 

  本市の外国人への情報提供については、各種行政手続をはじめ、外国人住民が必要とする情

報や、文化・観光などインバウンド需要を喚起する内容のウェブサイト、ＳＮＳによる情報発

信、多言語での印刷物による情報提供など多くの事業で積極的に取り組まれており、高く評価

するものである。 

  また、新設、改修された施設や外国人利用の多い施設では、サイン表示や多言語表記など、

外国人の利用増加に配慮した対応が見られた。 

  こうした取組を継続、発展させていくことが大切であり、外国人住民も地域社会の一員とし

て活躍できる多文化共生社会の実現に向け、今後も市が率先して外国人への情報発信強化に努

められることを期待するものである。 
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資料１ 情報提供の事業数（課別） 

№ 部局 課 事業数 構成比率

1 総合政策部 11 9.1%

政策企画課（文化国際室含む。） 10 8.3%

広報課 1 0.8%

2 総務部 2 1.7%

総務課（生活・消費相談センター含む。） 1 0.8%

人権同和政策課 1 0.8%

3 防災安全部 3 2.5%

防災安全課 3 2.5%

4 財政部 13 10.7%

管財契約課 1 0.8%

市民税課 12 9.9%

5 健康福祉部 41 33.9%

福祉推進課 3 2.5%

高齢者福祉課 1 0.8%

医療介護連携課 2 1.7%

　新型コロナウイルスワクチン接種実施本部 6 5.0%

健康増進課 15 12.4%

市民課 10 8.3%

保険年金課 4 3.3%

6 子ども未来部 13 10.7%

子ども政策課 7 5.8%

保育幼稚園課 6 5.0%

7 市民文化部 14 11.6%

市民活動支援課 2 1.7%

出雲中央図書館 3 2.5%

文化スポーツ課 8 6.6%

文化財課 1 0.8%

8 経済観光部 8 6.6%

産業政策課 4 3.3%

商工振興課 1 0.8%

観光課（インバウンド推進室含む。） 3 2.5%

9 地域環境部 4 3.3%

環境政策課 1 0.8%

環境施設課 3 2.5%

10 都市建設部 2 1.7%

道路河川維持課 1 0.8%

建築住宅課 1 0.8%

11 教育部 8 6.6%

教育政策課 3 2.5%

学校教育課 3 2.5%

児童生徒支援課 1 0.8%

学校給食課 1 0.8%

12 消防本部 2 1.7%

消防総務課 2 1.7%

32課 121 100.0%合計  
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資料２ 情報提供の概要一覧表 

№ 部名 課名 事業名（内容） 目的 実績 使用言語 情報提供手段

1
特別定額給付金案内書類

作成

外国人住民向けの申請書類等を作

成し、特別定額給付金の受給手続

をスムースに進める。

外国人が世帯主の世帯の10割近くが

特別定額給付金を受給することがで

きた。

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、

Facebook）

2
特別定額給付金に係る多

言語電話通訳業務

特別定額給付金に関する外国人か

らの相談、申請対応のため。

ポルトガル語　74件

中国語　5件

英語　2件

タガログ語　1件

英語、ポルトガル

語、中国語（北京

語）、韓国語、タイ

語、ベトナム語等全

21言語

電話通訳

3 市民満足度調査

出雲市の施策や取組に対する重要

度や満足度、定住意向などについ

て、市民の意識を把握し、現行計

画の評価や次期総合振興計画策定

のための基礎資料とする。

抽出された外国人調査対象者数143

人のうち25人から回答
英語、ポルトガル語

印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

4
「多言語ラック」による

情報発信

パンフレット等により、外国人向

けの情報を広く発信する。

令和2年度：

・新型コロナウィルス感染予防のた

め、一部ラックの設置を取りやめ

令和3年度：7月ごろから設置再開

ブラジル人向け求人情報（産業政策

課作成）、日本語教室情報、ワンス

トップセンター情報（しまね国際セ

ンター作成）、出雲神楽パンフレッ

ト（文化スポーツ課作成）などが頻

繁に利用されている。

【本庁1階西側玄関4台、アバンセ

コーポレーション4台、フジアルテ3

台）】

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体

字、繁体字）、韓国

語、ミャンマー語、

ベトナム語、タガロ

グ語等、「やさしい

日本語」

その他：多言

語ﾗｯｸ

5
市多言語Facebookによる

情報発信

市多言語Facebook「CurtaIzumo」

により、外国人向けの情報を広く

発信する。

令和2年度：129件掲載

令和3年度：83件掲載（12月9日時

点）

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

市多言語

Facebook

6
市多言語HPによる情報発

信

市多言語HP「YokosoIzumo」によ

り、外国人向けの情報を広く発信

する。

令和2年度：閲覧数13392

令和3年度：未集計

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

市多言語ﾎｰﾑ

ﾍﾟｰｼﾞ

7

窓口・電話での通訳員に

よる情報提供、翻訳資料

による情報提供

窓口や電話で通訳が必要な際に通

訳員・国際交流員が情報提供を行

う。

翻訳員・国際交流員が文書を翻訳

し、多言語での情報提供を行う。

R2年度：

◆通訳・翻訳員による対応

窓口対応件数　　2,944

電話対応件数　　1,153

翻訳対応件数　　96

◆国際交流員による対応

通訳・翻訳件数　605

R3年度：未集計

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

通訳者

8
電話通訳による多言語情

報提供

主に、通訳員のいない言語による

情報提供を行う。

令和2年度：23件

（ポルトガル語13、ベトナム語7、

英語1、中国語2）

令和3年度：51件(11月末時点)

（ポルトガル語42、ベトナム語8、

英語1）

英語、ポルトガル

語、中国語（北京

語）、韓国語、タイ

語、ベトナム語、イ

ンドネシア語等全21

言語

電話通訳

9 出前相談による情報提供

しまね国際センター相談員の出前

相談を利用し、生活に関する困り

ごと、相談の解決を促す。

令和2年度：0件

令和3年度：5件（ポルトガル語5：9

月末時点

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体

字、繁体字）、韓国

語、ベトナム語、タ

ガログ語、「やさし

い日本語」

その他：出前

相談、

Facebook

10 地域活動サポート事業

地域活動にかかる文書やチラシの

翻訳を行うことで、外国人向けの

情報を周知する。

令和2年度：27件

令和3年度：21件(9月末時点)

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体

字）、「やさしい日

本語」

印刷物

11 広報課
ホームページ自動翻訳

サービス

市ホームページの掲載内容につい

ての自動翻訳機能の提供

【翻訳言語】

英語・中国語(簡体字・繁体字)・韓

国語・ポルトガル語

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体

字、繁体字）、韓国

語

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

12 総務課 外国人住民向け出前講座

外国人に対し、日本での生活にお

ける消費者トラブルの具体例を紹

介し、相談先として生活・消費相

談センターがあることを周知

日本語ボランティア教室等で実施

令和元年度　2回　参加人数24人

令和2年度　2回　参加人数18人

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体

字）

印刷物

13
人権同和政

策課

新型コロナウイルス感染

症に関連した人権チラシ

の翻訳・作成

コロナ差別に関する啓発、相談先

の周知

市役所西側出入口、各図書館、市内

ブラジル料理レストラン等へマスク

ケースと一緒に配布。市ホームペー

ジへの掲載

英語、ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

14 防災ハザードマップ配布

改訂した防災ハザードマップを市

内全戸に配布（令和３年８月）す

る。

添書を日本語、英語、ポルトガル語

で作成（市内全域、一部地域除く）

 ※ハザードマップは日本語のみ

英語、ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

15
外国人住民のための防災

研修

外国人住民向けの防災研修（地震

の説明、地震や水消火器体験等）

を開催する。

開催日：令和2年11月3日（火）
（政策企画課文化国際室、消防本

部、防災安全課で実施）

参加者：6名

※募集は文化国際室

英語、ポルトガル
語、中国語（簡体

字、繁体字）ベトナ

ム語、「やさしい日

本語」

印刷物、（市

多言語ﾎｰﾑﾍﾟｰ

ｼﾞ・

Facebook）

16 災害時の防災情報発信
避難情報等を市ホームページに掲

載し、幅広く周知する。

発令した避難情報や開設した避難所

情報を市ホームページに公開した。

※市ホームページの自動翻訳機能

※市多言語Facebookへの掲載

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体

字、繁体字）、韓国

語

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、

多言語

Facebook

総合政策部

総務部

防災安全部 防災安全課

政策企画課
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№ 部名 課名 事業名（内容） 目的 実績 使用言語 情報提供手段

17 管財契約課
庁舎内部署名看板外国語

表記

機構改革等による部署の新設及び

変更の際、看板に外国語を併記し

外国人にも分かりやすくする。

令和3年度　4部署の看板を作成

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体

字）

物品、設備

18
年末調整及び申告相談に

ついての周知

出雲税務署と協力して、年末調整

及び申告相談に係る情報を、HPと

SNSを活用して幅広く周知する。

市HP及び市公式SNSに周知記事掲載
ポルトガル語、「や

さしい日本語」

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、

Facebook

19
市県民税について（海外

転出者向け）案内文

住民税の賦課・支払方法に関する

案内
市HPに掲載、窓口での説明に利用

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

20 納税管理人申告書 納税管理人指定のため
窓口での対応、郵送（希望者）での

対応に利用

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

21
納税通知書発送について

の周知

納税通知書を発送したことと、納

付方法についての周知
市公式SNSにおいて周知記事掲載

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

Facebook

22
税証明書申請についての

周知
申請手続きをスムーズに行う。 窓口での対応、郵送での対応に利用

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

23
窓口対応の翻訳ラミネー

ト作成
用件の理解、対応を行う。 窓口での対応に利用

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

印刷物

24

軽自動車税納税証明書

（継続検査用）交付申請

書の翻訳様式作成

申請手続きをスムーズに進める。
翻訳様式作成により、窓口での説明

がスムーズになった。
英語、ポルトガル語 印刷物

25

軽自動車税納税証明書

（継続検査用）を郵送申

請する場合の手続き説明

申請手続きをスムーズに進める。
HP作成により、電話等での説明がス

ムーズになった。
英語、ポルトガル語 市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

26
臨時運行許可申請書の翻

訳様式作成
申請手続きをスムーズに進める。

翻訳様式作成により、窓口での説明

がスムーズになった。
英語、ポルトガル語 印刷物

27 税金についてのお知らせ 税金についての概要説明 市HPに掲載

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

28 納税ごよみ 市税等の納期内の納付を促す。 市HPに掲載 英語、ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

29 納期限のお知らせ
外国人向けに市税の納期を知ら

せ、納付を促す。
市多言語Facebookでの周知 英語、ポルトガル語 Facebook

30

福祉医療費助成事業制度

案内の翻訳パンフレット

作成

外国人住民向けの翻訳パンフレッ

トを作成し、積極的な制度利用を

促す。

外国人住民向けの翻訳パンフレット

を作成し、窓口での説明がスムーズ

にでき、制度利用の促進につながっ

た。

英語、ポルトガル語 印刷物

31
福祉のしおりの翻訳パン

フレット作成

外国人住民向けの翻訳パンフレッ

トを作成し、積極的な制度利用を

促す。

外国人住民向けの翻訳パンフレット

を作成し、窓口での説明がスムーズ

にでき、制度利用の促進につながっ

た。

ポルトガル語 印刷物

32
タブレット端末を使用し

た来庁者の対応

多言語翻訳アプリ「VoiceBiz」が

インストールされているタブレッ

ト端末を使用し、外国人来庁者と

スムーズな意思疎通を図る。

窓口対応のうち、定型的なものは対

応がスムーズにでき、対応時間の縮

減につながった。

英語、ポルトガル

語、中国語、韓国語

他多数

翻訳機器

33
高齢者福祉

課
介護保険のしおり作成

介護保険の認定や保険料等の問合

せの際の説明資料として配付す

る。

翻訳しおり作成により窓口での説明

資料や、65歳到達時や転入時に被保

険者証発送する際に添付して周知し

た。

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

印刷物

34
年末年始の出雲休日・夜

間診療所情報発信

年末年始の出雲休日・夜間診療所

の開所状況を周知する。

多言語Facebookでの情報発信（令和

元年度から実施）

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

Facebook

35
出雲休日・夜間診療所外

国語問診票
病状の伝達 月1～2件の利用

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体

字）

印刷物

36
集団接種会場の翻訳機配

備

集団接種会場における外国人との

意思疎通を図るため

ポケット翻訳機5機を配備

（うち3機は県支給、2機は市購入）

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体

字、繁体字）、韓国

語、ベトナム語など

翻訳機器

37
テレビ電話通訳サービス

利用

集団接種会場における外国人との

意思疎通を図るため
通訳タブレット2機を配備

英語、ポルトガル

語、中国語、韓国

語、ベトナム語など

テレビ電話通

訳

38

高齢者向け新型コロナ

ワクチン接種事業

チラシ（第1回）の作成

ワクチン接種についての情報を確

実に伝えるため

日本語ルビ版10部

　　　英語版10部

ポルトガル語50部

英語、ポルトガル語 印刷物

39
高齢者向け新型コロナ
ワクチン接種事業

チラシ（第2回）の作成

ワクチン接種についての情報を確

実に伝えるため

日本語ルビ版10部
　　　英語版10部

ポルトガル語50部

英語、ポルトガル語 印刷物

40

64歳以下向け新型コロナ

ワクチン接種事業チラシ

の作成

ワクチン接種についての情報を確

実に伝えるため

日本語ルビ版1,500部

　　　英語版1,500部

ポルトガル語3,500部

英語、ポルトガル語 印刷物

41
ワクチン接種の情報SNS

発信

ワクチン接種についての情報を確

実に伝えるため

市Facebook多言語アカウントを使用

し、多言語にてワクチンの情報を発

信した。

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本

語」

Facebook

市民税課

福祉推進課

医療介護連

携課

新型コロナ

ウイルスワ

クチン接種
実施本部

財政部

健康福祉部
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№ 部名 課名 事業名（内容） 目的 実績 使用言語 情報提供手段

42 予防接種スケジュール

出生届け出時に外国人住民に予防

接種スケジュールをわかりやすく

伝えるため

外国人住民に予防接種スケジュール

を理解してもらいやすくなった。
英語、ポルトガル語 印刷物

43 予防接種予診票
予防接種時に外国人住民が問診を

受けやすいようにするため

外国人住民に問診票を記入してもら

いやすくなった。
英語、ポルトガル語 印刷物

44 予防接種と子どもの健康
外国人住民に予防接種の内容を

知ってもらうため

外国人住民へに予防接種を理解して

もらいやすくなった。
英語、ポルトガル語 印刷物

45
風しん抗体検査及び予防

接種事業の事業説明書

外国人住民に事業内容を理解して

もらうため

外国人住民への窓口での事業説明が

スムーズになった
英語、ポルトガル語 印刷物

46
風しん抗体検査及び予防

接種事業の様式記入例

外国人住民に問診票の記入をして

もらうため

外国人住民に問診票を記入してもら

うのに通訳を呼ぶ必要がなくなっ

た。

英語、ポルトガル語 印刷物

47
風しん抗体検査及び予防

接種事業の医療機関一覧

外国人住民に利用できる医療機関

を知ってもらうため

外国人住民に実施医療機関を説明す

るのに通訳を呼ぶ必要がなくなっ

た。

英語、ポルトガル語 印刷物

48 予防接種勧奨案内文
外国人住民に通知内容を理解して

もらうため

外国人住民への窓口での説明がス

ムーズになった。
ポルトガル語 印刷物

49
予防接種医療機関一覧

（子ども用）

外国人住民に利用できる医療機関

を知ってもらうため

外国人住民への窓口での説明がス

ムーズになった
英語、ポルトガル語 印刷物

50 子宮頸がん結果通知

外国人住民に子宮頸がん検診の結

果について正しく把握してもらう

ため

医療機関からの外国人住民への説明

がスムーズになった
英語、ポルトガル語 印刷物

51
乳がん・子宮がん検診無

料クーポン券

外国人住民にがん検診受診の必要

性、無料クーポン券について周知

するため

外国人住民対象者に対し、必要であ

れば送付するよう案内しているが、

現在要望がない。

英語、ポルトガル語 印刷物

52

窓口対応、乳幼児訪問、

乳幼児健診で使用する翻

訳パンフレット、案内、

記録表等の作成

外国人住民向けの翻訳パンフレッ

トを作成することで、児の健康や

育児に関する情報を保護者に伝わ

るようにする。

翻訳パンフレット作成によって、保

護者への情報提供がスムーズに行う

ことができた。

窓口対応：

　R2年度　155件

　R3年度　R2年度と同程度の見込

乳幼児訪問：

　R2年度　92件

　R3年度　R2年度と同程度の見込

乳幼児健診：

　R2年度　47件（コロナウイルス感

染症のため、乳幼児健診を医療機関

委託にした時期あり、例年よりも少

ない実績。）

　R3年度　100件程度の見込

英語、ポルトガル語 印刷物

53

多言語翻訳アプリ

「VoiceBiz（ボイスビ

ズ）」の活用

ボイスビズを使用することで、対

応をスムーズに行う。

ボイスビズの活用によって、対象者

への情報提供をスムーズに行うこと

ができた。

R2年度　10件程度使用

R3年度　R2年度と同程度の見込

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体

字、繁体字）、韓国

語、他24か国語

翻訳機器

54
通訳付きテレビ電話（ど

こでも通訳）の活用

どこでも通訳を使用することで、

対応をスムーズに行う。

R3年度から、主にコロナワクチンに

関する窓口対応で使用している。ど

こでも通訳の活用によって、対象者

への情報提供をスムーズに行うこと

ができた。

R3年度　10件程度の使用見込

英語、ポルトガル

語、中国語、韓国語

他11か国語

テレビ電話通

訳

55
翻訳機（ポケトーク）の

活用

ポケトークを使用することで、対

応をスムーズに行う。

斐川行政センターで使用している。

ポケトークの活用によって、対象者

への情報提供をスムーズに行うこと

ができた。

R2年度　3件程度使用

R3年度　同程度の使用見込

英語、ポルトガル

語、中国語、韓国語

他11か国語

翻訳機器

56
タブレット（Google翻訳

アプリ入り）の活用

タブレットを使用することで、対

応をスムーズに行う。

通訳機能を有する機器が他にもある

ため、使用頻度は少ない。

R2、3年度の実績なし

Google翻訳アプリ対

応言語
翻訳機器

57

多言語に対応した申請書

の作成（住民票の写しな

ど交付申請書）

外国人住民に対応した申請書類を

作成し、受付窓口での外国人対応

をスムーズに行う。

受付窓口で外国語の申請用紙がある

ことで、外国人住民もスムーズに申

請書の記載ができている。

英語、ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

58

多言語に対応した申出書

の作成（続柄修正、フリ

ガナ変更申出書）

外国人住民に対応した申出書を作

成し、受付窓口での外国人対応を

スムーズに行う。

受付窓口で外国語の申出用紙がある

ことで、外国人住民もスムーズに申

出書の記載ができている。

英語、ポルトガル語 印刷物

59
多言語に対応した委任状

の作成

外国人住民に対応した申請に必要

な委任状を作成し、受付窓口での

外国人対応をスムーズに行う。

受付窓口で外国語の委任状があるこ

とで、外国人住民への説明がスムー

ズにできている。

ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

60

多言語に対応した申請書

の作成（印鑑登録、印鑑

証明交付申請書）

外国人住民に対応した申請書類を

作成し、受付窓口での外国人対応

をスムーズに行う。

受付窓口で外国語の申請用紙がある

ことで、外国人住民もスムーズに申

請書の記載ができている。

ポルトガル語 印刷物

61

多言語に対応した届け書

の作成（転入・転出・転

居）

外国人住民に対応した届出書類を

作成し、受付窓口での外国人対応

をスムーズに行う。

受付窓口で外国語の届出用紙がある

ことで、外国人住民もスムーズに届

け書の記載ができている。

ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

健康福祉部

健康増進課

市民課

 



 

38 
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62

多言語に対応した手続き

ガイドの作成（転入・転

出・転居）

外国人住民に対応した手続き後の

ガイド（案内）を作成し、受付窓

口での外国人対応をスムーズに行

う。

受付窓口で外国語のガイド（案内）

があることで、外国人住民に対し、

手続き後の他課への案内等、説明が

しやすくなっている。

英語、ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

63

多言語に対応した手続き

ガイドの作成（世帯変

更）

外国人住民に対応した手続き後の

ガイド（案内）を作成し、受付窓

口での外国人対応をスムーズに行

う。

受付窓口で外国語のガイド（案内）

があることで、外国人住民に対し、

手続き後の他課への案内等、説明が

しやすくなっている。

英語、ポルトガル語 印刷物

64

多言語に対応した手続き

ガイドの作成（出生、死

亡、婚姻、離婚、入籍・

養子縁組）

外国人住民に対応した手続き後の

ガイド（案内）を作成し、受付窓

口での外国人対応をスムーズに行

う。

受付窓口で外国語のガイド（案内）

があることで、外国人住民に対し、

手続き後の他課への案内等、説明が

しやすくなっている。

英語、ポルトガル語 印刷物

65

多言語に対応した案内文

書の作成

（マイナンバーカードの

申請、利用について）

外国人住民に向けたカード申請後

の案内、カード交付後に配布する

カード利用についての案内を作成

し、受付窓口での外国人対応をス

ムーズに行う。

カードを申請した外国人住民に対

し、受け取り時の案内や、カードを

受け取った後の利用について説明が

しやすくなっている。

英語、ポルトガル語 印刷物

66

翻訳アプリ入りタブレッ

トの設置（情報政策課所

有タブレットの活用）

翻訳アプリをインストールしたタ

ブレットを設置し、外国人来庁時

の窓口対応をサポートする。

通訳が対応できない言語の外国人対

応時の説明、案内などに活用してい

る。

ほぼ全言語選択可 翻訳機器

67
国民健康保険加入手続き

説明チラシの作成
国民健康保険加入手続きの説明

窓口での説明に活用した。

(R3年加入者　84人）
英語、ポルトガル語 印刷物

68
国民健康保険加入時の保

険料説明チラシ作成
国民健康保険料の説明

窓口での説明に活用した。

(R3年加入者　84人）
英語、ポルトガル語 印刷物

69
国民年金制度チラシの活

用（年金機構作成）
国民年金制度の説明

窓口での説明に活用した。

（年間　10件程度）
英語、ポルトガル語

印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

70
【年金】脱退一時金請求

書（年金機構作成）
脱退一時金請求書類

窓口での説明に活用した。

（年間　40件程度）

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体

字）、ネパール語、

ベトナム語、タイ

語、ミャンマー語、

ロシア語他

印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

71
児童クラブ入会の翻訳パ

ンフレット作成

外国人住民向けの翻訳パンフレッ

トを作成し、入会手続きをスムー

ズに進める。

翻訳パンフレット作成により、窓口

での説明がスムーズにできた。

＊入会者数

令和2年度（R2.4）10人

令和3年度（R3.4）14人

ポルトガル語 印刷物

72

乳幼児医療費受給者資格

証、子ども医療費受給者

資格証交付チラシ

チラシを翻訳して制度を周知す

る。交付手続きを円滑に進める。
窓口での申請に利用 英語、ポルトガル語

印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

73
子育て情報発信業務（子

育てべんり帳）

子育てに役立つ情報を広く周知す

る。
子育て便利帳作成（年度毎更新） 英語、ポルトガル語

印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

74
ファミリーサポートセン

ター運営事業

チラシを翻訳してファミリーサ

ポートセンターの仕組みや利用方

法等を周知する。

外国語を母語とする利用者あり 英語、ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

75 児童扶養手当給付 制度の概要を翻訳して周知する。 窓口での相談や申請に役立てた。 ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

76 児童手当給付 制度の概要を翻訳して周知する。 窓口での申請に役立てた。 英語、ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

77
「子育てアプリすくすく

出雲」運用

予防接種履歴や成長記録を自身で

管理ができるアプリを運用。子育

て情報発信にも利用している。

アプリを用いて情報発信を行った。

Google翻訳(英語、ポ

ルトガル語、中国

語、韓国語、タガロ

グ語など12言語）

ｱﾌﾟﾘ、（市ﾎｰﾑ

ﾍﾟｰｼﾞ、印刷

物）

78
外国語版保育所入所申込

書等の作成

外国人住民向けの保育所入所申込

書等の様式を作成し、入所申込手

続をスムーズに進める。

外国語版申込書等の作成により、窓

口での手続がスムーズにできた。

　外国籍の入所状況（4月1日時点）

　　令和2年度46人

　　令和3年度46人

英語、ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

79
外国語版保育所入所可能

状況表の作成

外国人住民向けの保育所入所可能

状況の一覧を作成し、入所申込手

続をスムーズに進める。

外国語版入所可能状況表の作成によ

り、窓口での手続がスムーズにでき

た。

　外国籍の入所状況（4月1日時点）

　　令和2年度46人

　　令和3年度46人

ポルトガル語、「や

さしい日本語」

印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、

Facebook）

80
外国語版幼稚園入園願等

の作成

外国人住民向けの幼稚園入園願等

の様式を作成し、入園手続をス

ムーズに進める。

外国語版入園願等の作成により、窓

口での手続がスムーズにできた。

　外国籍の入園状況（4月1日時点）

　　令和2年度40人

　　令和3年度37人

ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

81
公立幼稚園・公立保育所

における翻訳機の配置

幼稚園教諭及び保育士と在籍児及

び保護者とのコミュニケーション

をスムーズにするため。

園での送迎時等の場面での保護者と

の事務連絡がスムーズにできるよう

になった。

　翻訳機配置状況（4月1日時点）

　　令和2年度15台(うち、ﾘｰｽ5台)

　　令和3年度15台(うち、ﾘｰｽ5台)

62言語対応 翻訳機器

市民課

健康福祉部

保険年金課

子ども政策

課

子ども未来

部

保育幼稚園

課
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№ 部名 課名 事業名（内容） 目的 実績 使用言語 情報提供手段

82

公立幼稚園・公立保育所

における多言語電話通訳
サービス

幼稚園教諭及び保育士と外国人保

護者とのコミュニケーションをス
ムーズにするため。

電話を介したオペレーターによる通
訳サービスにより、外国人保護者か

らの問い合わせに対応できた。
　通訳サービス実績状況
　　令和2年度17件

　　令和3年度 4件

必要言語9言語（対応
言語19言語）

電話通訳

83
公立幼稚園・公立保育所
職員のコミュニケーショ

ンスキル向上事業

幼稚園教諭及び保育士と在籍児及
び保護者とのコミュニケーション

をスムーズにするため。

令和2年度
・やさしい日本語・ポルトガル語講

座
・コミュニケーション支援員の派遣

令和3年度
・コミュニケーション支援員の派遣
・令和元年度作成指さしコミュニ

ケーションシートの改良

英語、ポルトガル
語、「やさしい日本

語」

印刷物、（通
訳者、教育・

学習）

84
さんぴーの出雲利用承認
申請書の書き方（外国語

版）

さんぴーの出雲を利用される外国
人の施設利用手続きをスムーズに

進めるため。

主にブラジル人の施設利用者に活用
いただき、事務手続きがスムーズに

なった。

英語、ポルトガル
語、「やさしい日本

語」

印刷物

85

男女共同参画についての

市民意識調査（外国語
版）

出雲市男女共同参画のまちづくり

行動計画及び出雲市ＤＶ対策基本
計画策定に向けての基礎資料とす
るため。

英語とポルトガル語の翻訳版や、や

さしい日本語版を送付したことによ
り、多くの外国籍の方にご回答いた
だけた。

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本
語」

印刷物

86
図書館利用者カード申込

書の作成

図書館利用者カードの発行をス

ムーズに行う。

翻訳した利用者カード申込書の提出
部数

　令和2年度　　　　0枚
　令和3年度（概算）0枚

英語、ポルトガル語 印刷物

87 図書館利用案内の作成
図書館の開館時間、利用方法など
を周知する。

利用者カード申込をした外国人へ配

付
  令和2年度　　　　20枚
　令和3年度（概算）20枚

英語、ポルトガル語 印刷物

88
英語、ポルトガル語等外
国語図書の収集と提供

読書の普及を図る。
英語、ポルトガル語等で書かれた図
書の所蔵数　約2,400冊（令和2年度
末）

英語、ポルトガル
語、中国語（繁体
字）

その他：図書
収集、提供

89

多言語ウェブサイト「出

雲文化ナビ」の開設・運
用

日本博事業。出雲の芸術文化情報
を外国人住民を含む市民及び国

内・国外に向けて発信。芸術文化
の振興、観光需要の喚起及び多文
化共生の推進を図る。

令和3年11月19日　運用開始 英語、ポルトガル語
「出雲文化ナ

ビ」ｳｪﾌﾞｻｲﾄ

90
「古代出雲大社高層神殿
ＶＲ／ＡＲ」多言語アプ

リの制作・運用

同上
令和2年11月16日　運用開始
令和3年11月9日　神話AR/夕日VRを

追加搭載

英語、ポルトガル
語、中国語（繁体

字）フランス語

ｱﾌﾟﾘ、市HP

91
「出雲神楽」多言語映像

コンテンツの制作・配信
同上

令和2年度制作 → 出雲市YouTube公
式チャンネル、出雲文化ナビ（デジ

タルギャラリー）、バーチャル日本
博等で配信中

英語
個別ｳｪﾌﾞｻｲﾄ、

市YouTube

92
「日本酒発祥の地出雲」
多言語映像コンテンツの
制作・配信

同上

令和2年度制作 → 出雲市YouTube公

式チャンネル、出雲文化ナビ（デジ
タルギャラリー）、バーチャル日本
博等で配信中

英語、ポルトガル

語、中国語（繁体
字）、フランス語、
タイ語

個別ｳｪﾌﾞｻｲﾄ、
市YouTube

93
「出雲平野の古墳」多言
語映像コンテンツの制

作・配信

同上

令和2年度制作 → 出雲市YouTube公
式チャンネル、出雲文化ナビ（デジ

タルギャラリー）、バーチャル日本
博等で配信中

英語
個別ｳｪﾌﾞｻｲﾄ、

市YouTube

94
「出雲の食」多言語映像
コンテンツの制作・配信

同上

令和2年度制作 → 出雲市YouTube公

式チャンネル、出雲文化ナビ（デジ
タルギャラリー）、バーチャル日本
博等で配信中

英語
個別ｳｪﾌﾞｻｲﾄ、
市YouTube

95
「出雲神楽」紹介多言語
リーフレットの制作・活

用

同上

令和2年度制作→紙：市内各施設に
設置中／デジタル：出雲文化ナビ

(デジタルギャラリー)、Ancient
Japan,IZUMO等で公開中

英語、ポルトガル
語、中国語（繁体

字）、フランス語、
タイ語

印刷物、（個

別ｳｪﾌﾞｻｲﾄ）

96
「日本酒発祥の地出雲」
紹介多言語リーフレット
の制作・活用

同上

令和2年度制作→紙：市内各施設に

設置中／デジタル：出雲文化ナビ
(デジタルギャラリー)、Ancient
Japan,IZUMO等で公開中

英語、ポルトガル

語、中国語（繁体
字）、フランス語、
タイ語

印刷物、（個
別ｳｪﾌﾞｻｲﾄ）

97 文化財課
出雲弥生の森博物館展示
研究事業

出雲弥生の森博物館における 各
種展示、調査研究、資料収集及び

教育普及

博物館展示室での展示物の英語解説
の追加（展示室内　主要箇所）

英語 物品・設備

98
外国人住民向け求人情報
誌作成業務

外国人住民向けの求人情報誌を作

成し、出雲市内における求人情報
の周知を図る。

関係団体への冊子の配布、出雲地区
雇用推進協議会ホームページでの掲

載をし周知した。
令和2年度　冊子配布先　4か所
令和3年度　冊子配布先　7か所

ポルトガル語、「や
さしい日本語」

印刷物、（個
別ｳｪﾌﾞｻｲﾄ）

99

外国人住民対象の合同企

業説明会に係る情報発信
業務

外国人住民対象の合同企業説明会

にかかわる情報を、ＳＮＳを活用
して幅広く周知する。

SNSを活用して外国人住民対象の合
同企業説明会に関する情報を、やさ

しい日本語も活用し広く周知した。
令和2年度：10月11日、3月7日
令和3年度：9月12日、2月5日（予

定）

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本
語」

印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、
Facebook）

経済観光部

市民文化部

文化スポー

ツ課

出雲中央図

書館

市民活動支
援課

産業政策課

子ども未来
部

保育幼稚園
課
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100
外国人住民対象の合同企
業説明会に係る資料作成

業務

外国人住民対象の合同企業説明会
の資料を翻訳する。

令和2年度　参加者数／参加事業所
数

・第1回　　56名／7事業所
・第2回　　 9名／3事業所
令和3年度　参加者数／参加事業所

数
・第1回　　21名／4事業所
・第2回　※令和4年2月（予定）

英語、ポルトガル
語、「やさしい日本

語」

印刷物、（市
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、

Facebook）

101
外国人住民対象の合同企

業説明会に係る通訳業務

外国人住民対象の合同企業説明会
の当日、参加者と事業者のやりと

りを通訳する。

参加者数／参加事業所数は同上
通訳の人数

令和2年度　第1回12人、第2回10人
令和3年度　第1回13人

英語、ポルトガル
語、「やさしい日本

語」

通訳者

102 商工振興課
出雲のお店プレミアム付
商品券の購入案内、発送

業務

当該商品券に係る購入等の手続き
を適切に情報提供すること。

出雲のお店応援プレミアム付商品券

に関する案内文書（申込、納付、商
品券発送）を翻訳（英語、ポルトガ

ル語）し、やさしい日本語も活用し

ながら、手続きの情報提供を行っ
た。

申込書発送数　　　　　　3,059件

納付書（初回分）発送数　　105件
納付書（追加分）発送数　　 99件

商品券（初回分）発送数　　 87件
商品券（追加分）発送数　　 49件

英語、ポルトガル
語、「やさしい日本

語」

印刷物、（市
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、

Facebook）

103
外国語パンフレットの印

刷

本市へのインバウンド誘客を推進
するため、各国への出雲観光の魅

力を伝えるツールとして使用する

外国語版パンフレットを印刷す

る。

総合パンフレット(英語版)

　2,000部
総合パンフレット(繁体字版)

　2,000部

総合パンフレット(韓国語版)

　3,000部
仏語パンフレット　3,000部

英語、中国語（繁体

字）、韓国語、フラ

ンス語

印刷物

104

SNS(Facebook、

Instagram)による観光情
報の発信

本市へのインバウンド誘客の促進

を図るため、SNSを活用して本市
の魅力を発信する。

Facebook、Instagram(Ancient
Japan,IZUMO)

　H31.1月～英語版
　R2.2月～仏語版
　R3.10月～繁体字版

英語、中国語（繁体

字）、フランス語

Facebook、

Instagram

105
ウェブサイト「Ancient
Japan,IZUMO」による観

光情報の発信

本市へのインバウンド誘客の促進
を図るため、ウェブサイトを活用

して本市の魅力を発信する。

H31.1月～英語版
R2.1月～仏語版、繁体字版、タイ語

版

英語、中国語（繁体
字）、フランス語、

タイ語

「Ancient
Japan,IZUMO」

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ

106 環境政策課

狂犬病予防法に基づく申

請書の翻訳バージョンの
作成

ブラジル人向けの翻訳申請書作成

し、手続きをスムーズに進める。

翻訳申請書の作成により、通訳を介
してしか出来なかった申請手続き

が、通訳なしでも行えるようにな
り、窓口業務がスムーズに行えた。

ポルトガル語 印刷物

107
ごみの分け方・出し方ガ
イドブック作成

ごみの分け方・出し方についてガ
イドブックなどで周知する。

令和3年度　ポルトガル語、英語、
中国語、ベトナム語版の作成（予
定）

英語、ポルトガル
語、中国語（簡体
字）、ベトナム語

印刷物、（市
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

108
ごみ出しおたすけアプリ
「さんあ～る」

ごみ出しカレンダー機能等の多言
語化

令和3年度　ポルトガル語、英語、
中国語に加えてベトナム語版の作成

（予定）

英語、ポルトガル
語、中国語（簡体

字）、ベトナム語

ｱﾌﾟﾘ、（市ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞ、市多言

語ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

109 ごみ収集カレンダー作成
ごみ収集カレンダーについて、外

国人の多い地域版を作成

印刷：ポルトガル語版6地域
ﾃﾞｰﾀ：ポルトガル11地域、英語9地

域

英語、ポルトガル語
印刷物、（市

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

110
道路河川維

持課

道路除雪に関するお知ら

せ

積雪時における道路除雪作業の円
滑な実施を図るため、広く市民に

対し注意点等を周知する。

平成30年度から市ホームページ上で

多言語により周知を図っている。

英語、ポルトガル
語、「やさしい日本

語」

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

111 建築住宅課
市営住宅入居のしおり翻

訳版の作成

市営住宅へ入居される外国人への

周知
入居される外国人へ配付（数件） ポルトガル語 印刷物

112
就学援助制度の案内文作
成

就学援助制度の周知を図る。
毎年度、就学援助申請時期に案内文
で周知した。

英語、ポルトガル

語、「やさしい日本
語」

印刷物

113
出雲市奨学事業の案内文
書

ポルトガル語を母語とする生徒の

保護者に対して、奨学事業につい
て案内する。

ポルトガル語を母語とする生徒の保
護者に対して、配布した。

ポルトガル語 印刷物

114
出雲市高野令一奨学事業
の案内文書

ポルトガル語を母語とする生徒の
保護者に対して、奨学事業につい
て案内する。

ポルトガル語を母語とする生徒の保
護者に対して、配布した。

ポルトガル語 印刷物

115
就学前幼児保護者へ日本
語指導の周知

小学校入学前に、保護者が日本語
指導拠点校制度を知り、子どもの

入学校を検討するため。

所長・園長会を通して、保護者宛て
文書の配布を依頼した。来課や電話
での問い合わせにより、就学前に日

本語指導の理解促進につながった。

英語、ポルトガル
語、「やさしい日本

語」

印刷物

116 日本語初期集中指導教室

来日後の日本語や日本の学校を学

ぶための教室であることの理解を
図る。

転入時だけでなく事前相談にも対応

でき、日本語初期集中指導教室の理
解につながった。
Ｒ2.10人入級　　Ｒ3.14人入級

英語、ポルトガル語 印刷物

117
小中学校の転入ガイダン

ス

外国にルーツのある家族に、出雲

市の学校について理解を図る。

窓口に来課時に、生徒と保護者が日
本と母国との制度の違いや学費など
について理解した上で小中学校に編

入することで、学校生活への不安を

取り除く。

英語、ポルトガル語 印刷物

都市建設部

地域環境部

観光課

環境施設課

教育政策課

学校教育課

教育部

産業政策課

経済観光部
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№ 部名 課名 事業名（内容） 目的 実績 使用言語 情報提供手段

118
児童生徒支

援課

特別支援教育事業「お子

さまの自立に向けて」

特別な支援が必要と思われるポル
トガル語を母語とする幼児の保護

者に対して、特別支援教育につい
ての理解を促す。

特別な支援が必要な幼児のポルトガ
ル語を母語とする保護者に随時配布
した。

ポルトガル語 印刷物

119 学校給食課

学校給食のための翻訳食

物アレルギー調査票の作
成

外国人保護者向けの翻訳調査票を

作成し、食物アレルギーの有無を
確認し安全な給食提供を実施す

る。

翻訳調査票作成により、アレルギー
対応がスムーズにでき、安全な給食

提供につながった。
　対象児童
　令和3年度160人

英語、ポルトガル語 印刷物

120
119通報時多言語コール
センターサービス業務

日本語が十分に話せない方にも安

心して暮らせる出雲市をめざして
導入したもの

総数71件（H28年度～）

英語、ポルトガル
語、中国語（北京

語）、韓国語、タイ
語、ベトナム語等全
21言語

電話通訳

121
119通報時多言語コール
センターサービス周知チ
ラシ

日本語が十分に話せない方にも安
心して暮らせる出雲市をめざして
導入したもの

チラシ「119」を作成し、市及び消

防本部HP等により情報を周知した。

英語、ポルトガル

語、中国語（簡体
字）、韓国語、ベト
ナム語、「やさしい

日本語」

印刷物、（市
及び消防本部

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、
Facebook）

消防本部 消防総務課

教育部

 

注記 

※「実績」のうち、（予定）とあるものは令和 3年 12 月時点の状況 

※「情報提供手段」のうち、（）内は主たる手段以外のもの 


